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1 問題と分析視角

一般にユニバーサルバンク (Universalban-

ken)と紹介されているドイツの銀行も，その発

生の当初より現在の様な多様な業務を展開して

いたわけではなかった。第二次大戦以前は無論

のこと，戦後においてすらドイツの種々の銀行

の間には事実上の分業が残存していた。これは

ドイツのユニバーサルバンクの三つの大きなグ

ループのそれぞれにあてはまる事実であった。

本稿ではドイツ大銀行 (GroBbanken)のリテー

ル業務を取り扱うが，この大銀行が所属し， ド

イツの三大ユニバーサルバンク・グループの一

つを構成する信用銀行 (Kreditbanken)の部門

の銀行は，ホールセール・バンキングを中心と

した企業の銀行であり，元来リテール業務の比

(1) 本稿で大銀行と云う場合は，戦前からのベルリン

大銀行の中で，現在も存続しているドイツ銀行

(Deutsche Bank)，ドレスナー銀行 (Dresdner
Bank)，コメルツ銀行 (Commerzbank)の三行，

いわゆるドイツ三大銀行を指している。かつてベル

リン大銀行と呼ばれた銀行は，世紀転換期から戦間

期の間に集中・合併によって大きくその構成をかえ

ている。このうち，ドイツ全土にわたるユニバーサ

ルバンクとして現在も存続している銀行が，上記の

三大銀行である。ここで， 0.Hahnによって，ベル

リン大銀行について簡単に整理しておこう。①

Darmstadter Bank : 1853年にダルムシュタットで

設立され， 1922年に②の Nationalbankによって

合併される。② Nationalbank ftir Deutschland 
KGaA: 1881年にベルリンで設立。 1922年の Darm-
st註dterBankとの合併によって DanatBankとな

る。 1931年に Norddeutsche W ollk血mmereiund 
Kammgarnspinnereiの崩壊に関連して閉鎖。 1932
年に DresdnerBankによって引き受けられる。③

Dresdner Bank : 1873年に設立。④A.Schaaf£-
hausen'scher Bankverein:ドイツで最古の株式銀

行。1848年に設立。1914年に Disconto-Gesellschaft
と合併。⑤Disconto-Gesellschaft: 1851年に設立。

1914年にA.Schaaffhausen'scher Bankvereinを合併。
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1929年に Deutsche Bankと合併。⑥Deutsche
Bank: 1870年に設立。⑦Mitteldeutsche Credit-
bank: 1856年に設立。 1929年に， Commerzbankに

よって合併。⑧Commerz-und Diskontbank : 1870 
年に設立。⑨ Berliner Handelsgesellschaft。⑩

Reichs-Kredit-Gesellschaft AG: 1924年に設立。

1930年代まで存続したのは③⑥⑧⑨⑩であり，この

うちの③⑥⑧が戦後，いわゆるドイツ三大銀行とな

る。⑨は戦後まで存続しているが，支店網がベルリ

ンに限られたことから，地方銀行として活動してい

る。ちなみに1970年の FrankfurterBankとの合併

によって現在は BerlinerHandels- und Frank-
furter Bank (BHF Bank)として活動している。

Hahn, 0. Struktur der Bankenwirtschaft, Band 
1., Bankentypologie und Universalbanken, Erich 
Schmidt Verlag, Berlin, 1981, S. 328f．この三大銀

行の他に，バイエル州の 2行の抵当信用業務兼営の

地方銀行や，労働組合組織の銀行として発足した共

同経済銀行 (Bankfuer Gemeinwirtschaft)（現在

はA&M保険所有）も大銀行に含められる場合あ

る。この点，及び大銀行概念の規定にあたっての

種々の問題に関しては下記を参照されたい。 Blis-
chgen, H.B., Die GroBbanken, Frankfurt a. M., 
Fritz knapp Verlag, 1983, S. 9f. 
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重が低かった叫これと対照的に地域的な小口

預金の集中と運用を目的として設立された貯蓄

銀行部門 (Sparkassensektor)の銀行は，おも

に個人顧客 (Privatkunden)や中小企業を対象

とした業務，すなわちリテール・バンキングを

その業務の中心とする傾向が強かった（2)。協同

組合部門 (Genossenschaftssektor)の銀行であ

る信用協同組合 (Kreditgenossenschaften) に

しても中小企業との取引が中心であった。

この様な事実上の分業関係の再編，そして現

在の様なユニバーサルバンクの機構への端緒は

戦間期に求められる叫しかしその本格化には

戦後，とりわけ1950年代以降の銀行間競争の激

化の過程を待たねばならなかった。この競争の

結果として成立したのが現在の多様な業務構造

を持つ西ドイツのユニバーサルバンク・グルー

プである叫銀行間競争は， 50年代末に支店設置

に関する制限の廃止や， 60年代の金利自由化の

過程で（5), 従来から存在した顧客層に関しての

分業（「垣根」）を解消する形で進められた。競

争は具体的には，大銀行，貯蓄銀行，信用協同

組合の 3者の間で，ホールセール業務，リテー

ル業務の二つの領域で進行したと整理できるだ

(2) 貯蓄銀行グループの小口貯蓄機関としての発生
とその業務の多様化の進展，ュニバーサルバンク化
に関しては次の拙稿を参照されたい。「ジロツェン
トラーレの基本構造」 (1)(2)，大阪市立大学『経営研
究』，第39巻第 5号， 1988年，第40巻第 3号， 1989
年。

(3) 貯蓄銀行は1908年の帝国小切手法 (Reichss-
checkgesetz)による小切手発行の獲得によって単
なる金融仲介機関から近代的な銀行へと転換して
ゆく。それらはその後，州単位で貯蓄銀行を統括す
るジロツェントラーレ (Girozentralen)や，全国的
な統合機関としてのドイチェ・ジロツェントラーレ
(Deutsche Girozentrale) を設置して行く。この

全国的な統括による資金集中によって，貯蓄銀行部
門のホール・セール業務への進出の足がかりがえら
れることになる。また貯蓄銀行は1921年には証券の
ディーリングの認可を獲得し，証券業務へも進出し
てゆく。これらの点に関して詳細は前掲拙稿を参照
されたい。

20 

第 56巻第 1• 2号

ろう。

本稿はこのうち大銀行のリテール業務につい

ての論考だが，まず最初にこの問題に対する分

析の視角を明らかにし，同時にそれが戦後西ド

イツの銀行制度の全体の構造変化のなかでしめ

る位置を示しておきたい。第一に，上記の「分

業」の解消は，より具体的には従来リテール業

務に比重を置いていた貯蓄銀行や，中小企業金

融に特化していた信用協同組合の側のホールセ

ール業務への進出と，ホールセール業務に重点

があった大銀行のリテール業務への進出という

経路で進行した。この過程で銀行間競争が激化

し，銀行制度全体の構造変化もまた変容するこ

とになる。大銀行のリテール業務への進出は，

個別の銀行グループの業務の選択に留まらず，

戦後西ドイツの銀行間競争を激化させ，銀行制

度の変化をもたらした契機の一つと見ることが

出来る。第二にこの競争の過程は，当然のこと

ながら各業態間の相互浸透を通じて業務を同質

化させ，個々の銀行の業務の多様化を進行させ

た。すなわち銀行のユニバーサル化 (Univer-

(4) ここであらかじめ，ュニバーサルバンクの概念に
ついて簡単に触れておきたい。ビシゲンによれば
「ユニバーサルバンクとは，業務の遂行にあたっ
て，数量的にも，地域ー空間ー地方的にも，人的に
も，部門的にも，質的にも，いかなる選別も行わな
い信用機関である。」 (Biischgen,H. E., Universal-
banken oder spezialisierte Banken als Ordnung-
salternativen f,材rdas Bankgewerbe der Bundesre-
publik Deutsch/and unter besonderer Beriicksi-
chitigung der Samml、Imgund Verwendug V011 

Kapital, Koeln, 1970, Bd. 1, S. 6) (Pohl, M., 
Entstehung und Entwicklung des Universalban-
ken霙 tems,Konzentration und Krise als wichtige 
Faktoren, Fritz Knapp Verlag, Frank-furt a. M 
1986. S. 15よりの引用）単に証券業務を兼営する銀
行をユニバーサルバンクと考えるのは，この定義か
ら云えば大きな狭陰化である。あらゆる金融業務を
営む銀行をさしてユニバーサルバンクと呼ぶのが，
実状にも近い。

(5) 拙稿，「兼営銀行制度と倍用創造ー西独における
金利自由化ー」九州大学大学院『経営論究』第61
号， 1985年。
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ドイツ大銀行のリテール・バンキング(1)

salisierung)の進展である。大銀行はリテール業

務を包摂することで業務を多様化し，貯蓄銀行，

信用協同組合はホールセール業務への進出によ

ってユニバーサルバンクヘの道を進めた。大銀

行にとってみれば， リテール業務への進出は戦

後における業務の多様化・ユニバーサル化のた

めの重要な媒介という位置にあった。第三に，

リテール業務及びホールセール業務は，それぞ

れ単独の領域として展開されたものではなく，

相互に密接な関連を持っていた。大銀行に関し

て述べれば，リテール市場は成長が見込まれる

単一の市場として開拓されただけでなく，ホー

ルセール業務を含むその他の業務との関連で要

請されたという側面を持つ。したがってまた，

大銀行のリテール業務はそれらの全体業務の中

の一環として位置づけなければならない。

以下では，上記の観点から大銀行のリテール

業務を，その個々の分野の展開に関して検討す

るが，それに先だって戦後のリテール業務を巡

る銀行間の競争に関して通史的に整理しておこ

う。リテール領域での競争は消費者信用 (Kon-

sumentenkredi t)の市場，預金市場，そして支

払取引 (Zahlungsver kehr) （決済機構）の 3つ

の市場を巡って行われた（6)。これらはいずれも，

戦後西ドイツの経済機構の変化に伴い，後に見

るように所得構成の中での従業員所得の比重が

(6) 最も単純には大企業や銀行間の取引であるホー

ルセール業務に対して，一般大衆を相手とした銀行

業務をリテール業務と呼ぶことが出来るであろう。

いわゆるマス・リテールである。ただし，富裕層を

相手とした投資顧問業等のプライベート・バンキン

グ，そして中小企業との銀行取引もリテール業務に

含めて取り扱われる場合がある。本稿ではおもに後

者を想定している。なお，ドイツにおいては最近は

別として英語によるリテール・バンキングと云う用

語自体はそれほど見られなかった。これにかわって

個人顧客業務 (Privatkundengesch註fte)，あるい

は数量業務 (Massengeschafte)という言葉がリテ

ール業務に対応する用語として一般に用いられて

きた。

増大し，貯蓄形成に占めるシェアも増加したこ

とを背景としている。従来リテール業務の比重

が低かった大銀行が50年代末以降に上記の 3市

場へ参入する過程で競争が激化し，同時に貯蓄

銀行，信用協同組合の両部門においてもリテー

ル業務の性格の変化が生じた。競争激化の発端

となったのは1959年の消費者信用の市場への大

銀行の（傘下の銀行を通じない）直接的な参入

であった。大銀行の参入の後に貯蓄銀行や信用

協同組合もこの市場に参入し，従来より行われ

ていた中小企業向けの小口金融の形式が消費者

信用の領域に適用されていくこととなる。三者

間の競争は，それまでこの市場で支配的な地位

を誇っていた賦払信用機関，あるいは賦払銀行

(T eilzahl ungskredi tins ti tute, T eilzahl ungs-

banken)のシェアを消減する形で進行した。預

金市場での競争は大銀行の貯蓄預金 (Sparein-

lagen)の獲得，貯蓄銀行における一覧払預金

(Sichteinlagen)の増大という形で，それぞれ

競争相手にとっての伝統的市場へ浸透する形で

進められた。大銀行の貯蓄預金，及び貯蓄銀行

の一覧払預金の増大の背景には，ホールセール

業務の領域での競争が存在している。支払取引

の領域は，賃金一，給与勘定(Lohn-und Gehalt-

skonten) それ自体を巡るユニバーサルバンク

間の競争とともに，他の 2市場での競争との関

連で大きな意味をもっていた。決済機構の整

備・拡張 (50年代末からの急速な大銀行の支店

網の拡張，給与一，賃金振込の導入，継続委託

決済 (Dauer-und Abbuchungsauftr註ge)やラ

スト・シュリフト (Lastschriften)，チェックカ

ード (Scheckkarte)，ユーロ・チェックカード

(Euroscheckkarte)，ューロ・カード (Euro-

karte)の導入等）は勘定の増加をもたらした

が，それは一方では貯蓄預金の増加の基礎とな

-21-



経済学研究第 56巻第 1• 2号

表 1 国内非銀行からの信用機関の債務

（単位： 100万DM,%) 

一覧払 貯蓄預金 金融債

預金 構成比
定期預金

構成比 と貯蓄証券 構成比 構成比

1950 9508 42 7681 34 4091 18 1588 7 

1960 30025 18 65095 39 52864 32 17782 11 

1970 70918 14 159868 32 208687 42 62274 12 

1980 172783 12 400421 29 582589 42 236762 17 

1987 260290 12 666725 30 895453 41 3728.52 17 

（出所） DeutscheBundesbank, 40 Jahre Deutsche Mark Monet如reStatistiken 1948-1987, 1988. S. 2.より作成。

った。マス顧客との勘定のつながりが貯蓄預金

の流入を促したわけである。また他方で決済機

構の発展が前提となって，従来の賦払信用機関

の消費者信用を基礎とした新たな形態の消費者

信用が開発され，その過程で市場の拡大が可能

となった。これらの競争の結果として， リテー

ル業務の領域でも 3部門のユニバーサルバンク

の業務構造の多様化とともに均質化が進行した

のである叫

2 銀行資産構造の長期化と貯蓄預金業務

貯蓄預金とは元来，民間個人の小口貯蓄を対

象とした長期性の預金で，長期的な貸付に向け

られる預金として形成されてきた。現在でも，

(7) ポールは次の様に述べている。「民間顧客業務（リ

テール業務・..訳注）はこの30年間のユニバーサルバ

ンク制度の発展と密接なつながりを持つ。」 Pohl,
M,，Ebe疇， S.ll8. 

(8) 支払取引に利用する預金や，営業用の預金の貯蓄

預金勘定への預入れは信用制度法によって禁じら

れている。 Gesetzi.iber Kreditwesen, § 21, Ziff. 2 
1987年時点で，全貯蓄預金者の附，個人の占める割

合は95％に上っている。 DeutscheBundesbank,40 
]ahre Deutsche Mark Monetiire Statistiken 1948-
1987, Fritz Knapp, Frankfurt a. M., 1988．または，
Monatberichte der Deutschen Bundesbank各号を

参照。
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表 2 従業員労働からの国民所得

（単位： 10億 DM, %) 

金額

1950 48.4 

1960 144.4 

1970 409.1 

1980 844.4 

1987 1080. 6 

対国民所得構成比

58.3 

60.1 

68.0 

73.5 

68.8 

（出所） DeutscheBundesbank, 40 Jahre Deutsche 

Mark Monetare Statistiken 1948-1987. S. 6．より作成。

貯蓄預金の預金者の大部分は民間個人である叫

この個人の長期性の預金である貯蓄預金は戦

後のリテール業務を巡る銀行間競争の一つの焦

点であった。戦後のこの競争の激化の過程で，

ドイツ大銀行の預金債務に占める貯蓄預金の比

重は次第に増していく。それをもたらした具体

的な契機について言及する前に，戦後の銀行機

構全体における債務の構成の変化とその背景に

ついて触れておきたい。債務構造の変化は大銀

行においてのみ見られた現象ではなく，西ドイ

ツの銀行制度全体に関わる間題だからである。

まず，表 1は市中銀行の各種債務の構成をし

めしている。これによれば，戦後の通貨改革の
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ドイツ大銀行のリテール・バンキング(1)

表3 金融資産形成

（単位： 10億 DM, %) 

民間家計 企業 公共部門

金融資産 構成比 金融資産 構成比 金融資産 構成比

1950 24.7 41.4 19.7 33.0 15.3 25.6 

1960 165.7 49.2 72.1 21.4 99.2 29.4 

1970 517.5 56.3 211.1 23.0 190.5 20.7 

1980 1474.3 61. 7 598.9 25.1 317.0 13.3 

1987 2428.5 62.8 997.6 25.8 441.8 11.4 

（出所） DeutscheBundesbank, 40 ]ahre Deutsche Mark Monet加reStatist£ken 1948-1987. 

S.364-7より作成。

後，一覧払預金の比重は比較的最近に至るまで，

一貫して低下してきている。それと対照的に80

年代に至るまでの貯蓄性の預金の増加が認めら

れる（9)。この様な預金債務の構成における変化

の背景として先ず考えられるのは，国民の所得

に占める従業員労働 (unselbstst註ndigeArbeit) 

の比重の増大である (10)(11)。この比重の変化を表

(9) 70年代後半，そしてまた80年代以降には貯蓄預金

の比重の減少，ごく最近にいたってはその絶対減が

生じている。近年におけるこの貯蓄預金の後退の背

景としては，連邦政府の貯蓄助成政策の転換，また

その背景となった住宅建設助成政策の変更が指摘

されている。この点や現在に於ける貯蓄預金の具体

的な形態に関しては，次の論考を参照されたい。飯

野由美子，「西ドイツ貯蓄奨励•財形政策の転換と
個人貯蓄構造の変化ー西ドイツの金融自由化の一

側面ー」，『証券研究』 Vol.88,平成元年 9月15日。
この様な最近の貯蓄預金の比重の減退は，大銀行の

リテール業務全体に影響を与える可能性がある。し

かしこの点に関しては別の機会に触れたい。

(10) Eckart van Hooven, E., "Wandlungen im 
Bankgesch註ftmit der privaten Kundschaft", 
Hersg. von der Deutsche Bank AG, Beitriige zu 
Wirtschafts-und Wiihrungsfragen und zur Bank-
geschichte, Nr. 12, Mai 1974, S. 311f. 「大銀行の個

人顧客業務への参入の決定的な前提は，第二次世界

戦争以後の広範な経済的・社会的変化に求められ

る。民間家計の包括的銀行サービスヘの需要の拡大

の重要なひとつの理由は，その所得のかなりの上昇

であった。…貨幣ー，資本のフローがますます大き

く銀行を通じて経済や国家に流れるという事態に

つながった。経常的な収入からは実現することがで

きない消費財への需要の増大は，目的貯蓄につなが

った。」 Pohl,M., a. a. 0◆,S. 119-121。

す，表 2によれば，貯蓄預金と同様に近年に至

って若干の後退が見られるものの， 60年代から

70年代にかけて従業員労働の比重の増大が認め

られる。そして，これに対応するのが金融資産

(Geldvermogen) の形成に占める民間家計

(Private Haushalte)の比重の急速な増加であ

る（表 3参照）。

さきに述べたように，貯蓄預金の預金者はお

もに民間個人であり， 1948年の通貨改革以降，

証券市場の未発達，貯蓄預金の政府による手厚

い助成もあって，増加した個人の所得，そして

そこからの貯蓄の形成は貯蓄預金に向い，上記

の貯蓄預金の比重の増大をもたらしたのであっ

た。これに対し企業の流動性準備や償却基金な

(11) なお，民間個人と云う場合，従業員労働者のみで

はなく，企業経営者等も含まれている。ここで，ド

イツの銀行統計の区分に関して，簡単に説明してお

こう。先ず経済主体は大きく分けて銀行(Banken)
と非銀行 (Nichtbanken)とに分けられる。後者は

企業及び民間個人 (Unternehmenund Privatpers 
onen)と公共部門に区分される。企業及び民間個人

の内，民間個人は経営者 (Selbstst註ndige)と従業

員 (Unselbstst註ndige)に分けることができる。戦

後西ドイツの貯蓄助成に関しては，前掲飯野論文を

参照されたい。

(12) 前記（注 8参照）の様に企業は貯蓄預金を原則と

して預金できない。この結果として長期性の預金の

うち企業からのものは定期預金，民間の預金は貯蓄

勘定に向うことになる。
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表4 銀行信用の期間構成

（単位： 100万DM,%) 

短期 構成比 中長期 構成比 合計

1948 4685 91 473 ， 5158 

1950 13897 65 7468 35 21365 

1960 41425 27 111594 73 153019 

1970 116539 23 391651 77 508190 

1980 279752 19 1199414 81 1479166 

1987 346663 16 1834104 84 2180767 

（出所）DeutscheBundesbank, 40 ]ahre Deutsche Mark Mone姐reStatistiken 

1948-1987. s. 60-61より作成。手形以外の有価証券は除く。非銀行は公共部

門，及び海外を含む。

どは，預金種類としてはおもに一覧払預金や定

期預金の形式で保有されていた(12)。ユーロ市場

やインダストリー・クリアリング(Industrie-

clearing)の発生に伴って，企業は上記の預金種

類の内，一覧払預金形式での流動性保持の比重

が減少した。このことも銀行制度全体の預金構

成の変化をもたらした要因として指摘出来るで

あろう (13)0

ところで，以上の様な銀行債務の側面での構

成変化は，銀行資産の側での構成変化に対応し

て生じたものであった。中長期的な信用の増大

である。その内容の中には本稿の対象とするリ

テール業務の枠から外れるものも存在するが，

(13) インダストリー・クリアリングとは，大企業が相

互に短期資金を融通する取引である。取引を行う企

業の間には系列関係や，商品取引と関連しないこと

から企業間信用とは区別される。また取引の条件や

単位が通常のマネーマーケット (Geldmarkt)と等

しいことから拡大コール取引 (erweiterter Geld-
handei)とも呼ばれている。これらの点について詳

細は次の文献を参照されたい。 Herrmann,A. Die 
Geldmarktgeschtifte, 1. Aufl. Frankfurt a. M., 
Fritz Knapp Verlag, 1979.S. 53f. Hahn, 0. Stru-
ktur der Ban細 irtsc旭ft,Band 2., Spezialbanken 
und Internationale Banken, 2. Teilband, Erich 
Schmidt, Berlin, 1985, S. 149-152. Bax, C., Das 
Insdustrieclearing, Diplomarbeit Erlangen-
Ntirnberg, 1985. 

戦後における貯蓄預金業務の伸長を要請した要

因として指摘しておきたい。

表4に見られるように，戦後西ドイツにおい

て銀行によって供与される中長期信用は一貫し

てその比重を増加させている。この中長期信用

の伸長は戦後の西ドイツの銀行業務を貫く基本

的な特徴のひとつであり (14)，その原因としてい

くつかの要因が指摘されている。戦後西ドイツ

の急速な経済成長に伴う一般的な設備投資の増

大と，それを金融するための中長期の信用の必

要を別とするなら，まず第一に戦後の中小企業

の成長があげられる。大企業と異なり，資本市

場能力のない，つまり証券市場での債券や株式

での資金調達の困難な中小企業においては，従

来大企業に対して行われていたような短期金融

形態での投資金融の方法ー交互計算信用
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(Kontokorrentkredite) の供与と証券発行に

よるその償還ーの利用が困難であった。このこ

(14) Millhaupt, L., Strukturwandlungen im west-
deutschen Bankwesen, Betriebswirtschaftlicher 
Verlag Dr. Th. Gabler GmbH, Wiesbaden, 1971, 
s. 32f. 

(15) Dieter Mtinker, Das Langfristige Kreditges-
c旭!ftder Groi3banken, C. E. Poeschel Verlag, 
Stuttgart, 1967. 
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ドイツ大銀行のリテール・バンキング(1)

とから，中小企業に対する投資金融にあたって，

銀行はあらかじめ返済計画を伴った中長期の形

態で金融を行うことが必要となった(15)。さら

に，戦後期に比重の増大した銀行の中長期信用

を構成する重要な要素として指摘しておかなけ

ればならないのは，住宅建設向けの貸付けであ

る。政府による積極的な住宅建設助成によって，

西ドイツの金融機関は戦後住宅金融への傾斜を

深めた(16)。これもまた，銀行資産の構成を長期

化させた要因のひとつであろう。また，輸出金

融の比重の増大も中長期信用の増大の背景とし

て指摘されている (17)。輸出金融が銀行の資産構

成を長期化させる理由もまた，中小企業の場合

と同様に証券市場との関わりで説明される。す

なわち，戦前にはドイツからの投資材の輸出は

おもに輸入国の証券発行によって金融されてい

た。これが戦後，銀行による輸出業者への金融

という形式に変化したことが銀行の資産構成を

長期化させた原因として指摘されている(18)。中

小企業金融の場合と同様に証券発行による資金

調達の困難から，中長期の銀行信用が要請され

たのである。最後に，消費者信用の伸長もまた

中長期信用の比重を増大させる方向へと作用し

た。後にも取り上げるが， ドイツの消費者信用

業務は，戦後にいたって本格的な発展と共に，

大きな構造変化を経験した。 1950年代まではお

もに賦払信用機関による割賦形式の販売信用が

主流を占めたが， 60年代以降には大銀行の消費

(16) 政府による住宅建設助成，住宅金融は貯蓄預金の

増大と直接むすびついている。すなわち，比較的最

近にいたるまで住宅建設を助成する目的での貯蓄

預金形成に対して政府援助が与えられていた。この

点に関して詳細は，飯野，前掲論文を参照された

い。

(17) Blischgen, H. E., a. a. 0., S. 96. Mlilhaupt, L., 
a. a. 0., S. 188f. 

(18) Mlilhaupt, L., Ebe疇．
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者信用業務への直接の参入や，それに対抗した

貯蓄銀行の参入の後，主流は使途自由の現金信

用 (Barkredit)へと移行して行く。この現金信

用には大きく分けて，交互計算方式の過振信用

(Uberziehungskredite) と割賦によって返済

される中長期の信用があるが， 60年代以降，消

費者信用の絶対量の増加とともに，この後者の

中長期信用の貸付期間も長期化していったので

あった。

以上の様な中小企業金融，住宅金融，輸出金

融，そして消費者信用のための中長期信用需要

の増加が，長期性の資金の手段として自己資本

の調達や金融債(Bankschuldverschreibungen)

の発行と並んで貯蓄預金の獲得の必要性を増加

させたのである。

以上でみたのは銀行制度全体における預金，

貸付の両面における銀行行動の変化の背景であ

るが，同様の変化は当然ながら大銀行において

も貫徹している。次に大銀行における貯蓄預金

業務の動向の検討に移ろう。戦後期が本稿の直

接の対象だが，それ以前の貯蓄預金，および大

銀行の貯蓄預金業務にも言及しておきたい。

まず，貯蓄預金は本来貯蓄銀行の業務として

出発した。各地方に存在する貯蓄銀行が，その

(19) この点に関しては，拙稿「ジロツェントラーレの

基本構造（1)」，大阪市立大学『経営研究』，第39巻第

5号， 1988年を参照されたい。

(20) ただし，小規模ながらその成立の当初より大銀行

が貯蓄性預金を集めていたという証言も存在する。

例えば現在のドイツ 3大銀行の一つであるドイツ

銀行の預金の中には，既にその設立の時点より貯蓄

性預金が含まれている。だがこれは，企業との当座

預金決済網を構築する目的で設定された預金金庫

(Deposi tenkassen)への預金の中に，一部貯蓄性

の預金が流入したものであって，銀行自体がこれを

積極的に集めたものでもなければ，大銀行の資金源

として重要性をもつものでもなかったと考えられ

る。 DeutscheBank, 100 ]ahre Deutsche Bank, 
1890-1970, Fritz Knapp, Frankfurt a. M., S. 
404£. 
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地域の小口の貯蓄預金を収集し，同地域で地域

助成等の目的で中長期の投資に充てるのがその

出発点であった(19)。したがって，産業のそれも

とりわけ大企業の銀行として出発した大銀行に

おいては，当初この様な貯蓄預金の収集は等閑

視されることとなった(20)。積極的な貯蓄預金収

集の努力や，賃借対照表上での貯蓄預金残高の

記載が始められたのは戦間期になってからであ

った(21)。すなわち，大銀行を含む信用銀行のグ

ループは1928年に公式に貯蓄預金の形式での預

金の受け入れが可能になり， 1934年の信用制度

法の成立と同時に貯蓄預金残高を公表するよう

になった。ちなみにドイツ銀行の当時の貯蓄預

金残高は 2億 5千万 RMで，預金総額の10％末

満であった(22)。また， 1920年代以降， ドイツ銀

行は各地域に預金徴収のために代理人を置いた

り，貯蓄証券を発行することによって貯蓄預金

の受け入れにつとめたと云われている。貯蓄証

書は戦後1970年代に至って普及することになる

が，最初に発行されたのはこの時である (23）。こ

の様な戦間期における大銀行のリテール業務へ

の進出の試みは，貯蓄銀行部門のホールセール

業務への参入と期を一にしている。戦間期に貯

蓄 銀行部門はジロツェントラーレ (Gir-

ozentrale)を中心とした全国的な銀行ネットを

形成し，中核であるジロツェントラーレを通じ

てホールセール業務への進出基礎を確立しつつ

あった(24)。これらの事態はドイツの 2大銀行グ

ループが相互に相手の業務領域への進出であり，

換言すれば，銀行間の分業体制の再編，現在の

様なユニバーサルバンク制度への展開の始まり

(21) Deutsche Bank, Ebenda. 
(22) Bi.ischgen, H. E., a. a. 0., S. 411£. 
(23) Deutsche Bank, Ebenda. 
(24) 前掲拙稿「ジロツェントラーレの基本構造(1)」，

大阪市立大学『経営研究』，第39巻第 5号， 1988年。

第 56巻第1・2号

を意味していたと言えよう。だかもちろんこの

様な銀行制度の再編は戦間期において本格化し

たわけではなかった。実際には大銀行のリテー

ル業務への侵入の試みである貯蓄預金の受け入

れは，戦間期には成功をみることなく第二次世

界戦争に入ることとなる (25)。

戦後の大銀行の貯蓄預金業務はこの様な戦間

期の基礎を前提として始められる。大銀行の貯

蓄預金業務への再進出を促した要因自体は，さ

きに記した銀行制度全体における要因と異なる

ものではない。すなわち表 5に示される大銀行

の資産構造の長期化を規定したのも，一般的な

設備投資金融の他，中小企業金融や住宅金融，

そして輸出金融，消費者信用のための中長期信

用への需要の増大であろう。しかしその際に留

意しなければならないのは，貯蓄銀行や信用協

同組合においては，中小企業金融や住宅建設の

ための抵当信用の貸付は伝統的な業務であり，

これらのための中長期信用の増大は，従来の業

務の延長線上にあったことである。すなわち，

貯蓄銀行や信用協同組合においては，戦後の西

ドイツにおける中小企業の成長や，住宅金融の

増加は業務構造の大きな変化をもたらしたわけ

ではなかった。これに対して，従来は大企業と

(25) 大銀行の貯蓄預金受け入れの失敗の原因として
は，恐慌による所得減少などがあげられる。 Deuts-
che Bank, Ebendaまた，恐慌後金利規制等が導入
され，貯蓄預金の獲得をめぐる競争を含め銀行間競
争の制限が一般化した。

(26) 中小企業信用に関しては DieterMtinker, a. a. 
0.，を参照。住宅金融に関しては，大銀行は抵当銀
行に資本参加すると同時に，自らも抵当信用の交
付，また以前には貯蓄銀行部門や信用協同組合部門
という競合する機関グループによって支配されて
いた信用領域に努力を集中し，特に抵当信用領域と
住宅建築のため信用供与の領域で近年強力な活動
を展開した。 B甑chgen,H. E., a. a. 0., S. 97. 

(27) 大銀行の内，ドイツ銀行とコメルツ銀行はそもそ
も，ドイツ企業の輸出金融のための銀行として設立
された。 Blischgen,H. E., a. a. 0., S. 24. 
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ドイツ大銀行のリテール・バンキング(1)

の取引に比重をおいていた大銀行にとって，経

済成長の過程で増加した中小企業との取引の増

大は，業務構造の大きな変化，あるいは多様化

を意味していた(26)。民間個人顧客相手の住宅金

融に関しても同様である。これに対して，輸出

金融は戦前より大銀行の伝統的な業務であ

り(27)，戦後もこの点にかわりはなかったが，先

にも触れたように投資財の輸出金融が証券によ

るものから銀行信用に直接依存するものに変化

したことは，他の銀行にもまして大銀行の資産

構造を長期化させる方向に作用したと考えられ

る。消費者信用の場合は，大銀行にしてもその

他のユニバーサルバンクに関しても，同じく戦

後の新たな業務領域であるという点では，中小

企業金融や住宅金融，輸出金融に対して位置づ

けの違いは存在する。しかし資産構成を長期化

させる点では同様である。

表5 非銀行への大銀行の信用の期間構成

（単位： 100万DM, %) 

短期 構成比 中長期

1948 1557 100 1 

1950 4808 95 244 

1960 12317 78 3566 

1968 19872 59 14038 

1968* 20864 62 12645 

1970 26636 55 22160 

1980 46740 35 85672 

1987 69261 37 117214 

構成比

5゚ 

22 

41 

38 

45 

65 

63 

（出所） DeutscheBundesbank, Deutsches Geld-und 

Bankwesen in Zehlen 1876-1975, Fritz knapp, Fran-

kfurt a. M. 1976. S. 166-167.および， DeutscheBundes-

bank, 40 Jahre Deutsche Mark Monetare Statistiken 

1948-1987. S.118より作成。なお， 1968年には銀行統計

の大きな変更があり，連続性が大きく失われているた

め，変更以後と以前の両方の数値を入れている。手形意

外の有価証券は除く。非銀行は公共部門，及び海外を含

む。

ところで，銀行の資産構造の長期化を促すこ

れらの業務は，輸出金融業務をひとまず別とす

るなら，残りの全ての業務で地域に密着した支

店網の形成を必要としている。各地域の中小企

業との取引は，マス・リテールには含まれない

ものの，広い意味ではリテール業務に含まれる

グレー・マーケットであり，経常的な取引のた

めには各個の中小企業が所在する地域への支店

の設置が前提となる。個別の消費者を相手とす

る住宅金融や消費者信用業務などのマス・リテ

ール業務においては，桐密な支店網の必要性は

中小企業金融においてよりも更に大きいであろ

ぅ。事実， ドイツ大銀行の支店網の拡大・桐密

化は，リテール業務への参加に伴って戦後期に

本格化している。具体的には表 6に示されるよ

うに， ドイツにおいて銀行支店の設置にかんす

る制限が撤廃された1957年から30年間に，店舗

数はほぼ 4倍に増加している (28)(29)。この点，従

来からリテール業務を伝統的に業務の柱として

きた貯蓄銀行の店舗数が1957年時点で既に

9,063店舗あり 30年間にほぼ 2倍弱に増加した

に過ぎないこと，また信用協同組合の場合は

14,100店舗から 4割弱増の19,386店舗になった

に過ぎないことと対照的である。従来の伝統的

業務の延長としてリテール業務を展開した貯蓄

銀行や信用協同組合と，新たな業務分野として

参入した大銀行の相違であろう。いずれにせよ，

(28) ドイツ大銀行は既に世紀転換期以降，提携や合併

を通じて全国的な支店網は形成していた。この点に

関して詳細は， Pohl,M. a. a. 0., S. 61fを参照。

(29) ちなみに， 1957年には同時に，大銀行の全国的な

展開が可能になった。すなわち1947年に占領軍によ

って行われた銀行の集中排除によって分割された

大銀行は，それ以降地方銀行として地域的な活動に

限定されていた。これが1957年が撤回され西ベルリ

ンを除いて全国的に再統合され，全土にわたる統一

的な活動が可能となったのである。この再統合の過

程に関しては， Btischgen,H. E., a. a. 0., S. 65fを

参照。
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表6 大銀行の店舗数の増加

1957 

1967 

1977 

1987 

795 

2109 

3047 

3126 

（出所） DeutscheBundesbank, 40 Jahre Deutsche Mark 

Monetttre Statistiken 1948-1987. S.179より作成。

表 7 大銀行の預金構成

（単位： 100万DM,%) 

一覧払
構成比 定期預金 構成比

貯蓄預金及び
構成比

預金 貯蓄証券

1948 1746 88 183 ， 61 3 

1950 2794 64 1340 31 252 6 

1960 8499 42 6873 34 4827 24 

1970 16865 29 21963 37 20253 34 

1980 33684 25 46242 34 55127 41 

1987 49295 26 64579 34 77140 40 

（出所） DeutscheBundesbank, Deutsches G~ld- und Bankwesen in Zahlen 1876-1975. S. 166 

-167及び， DeutscheBundesbank, 40 Jahre Deutsche Mark Monetare Statistiken 1948-1987. S. 

120より作成。 1968年には銀行統計の大きな変更が行われ，その結果絶対額では若干の異動がある

が，構成比にはほとんど異動がないため特記していない。

この様な支店網の形成を前提として，貯蓄銀行

や信用協同組合と同様に大銀行の与信面でのリ

テール業務への進出は可能なったのであり，可

能となったリテール業務は同時に大銀行の資産

構成の長期化を促したといえよう。

この様に，支店網の拡充・桐密化によって可

能となった大銀行の与信業務の長期化は，それ

と対応した受信面での長期化を促すことになる。

その際，貯蓄銀行の上部機関であるジロツェン

トラーレ，そして抵当銀行 (Hypothekenban-

ken) 等と異なって金融債 (Bankschuldvers-

chreibungen) の発行が不可能な大銀行にとっ

ては，貯蓄預金業務が長期資金の調達において

特に大きな役割を果たした。表 7に見る通りで

ある。貯蓄預金の増加，比重の増大が大銀行の

みではなく戦後の西ドイツの銀行制度全体を貫

く特徴であることは先にみた。しかし，このこ

とが大銀行にとっては従来の負債構造からの大

きな変化を意味していた点では，その他の銀行

と異なっていた。それは資産面での構造変化が

大銀行の従来の業務構造からの大きな変化を意

味していたのと同様である。すなわち，上記の

資産面での中長期信用と同様に貯蓄預金に関し

ても大銀行以外の銀行，すなわち貯蓄銀行や信

用協同組合においては戦前からの主要業務とし

て営まれていた業務であり，これらの銀行にと
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ドイツ大銀行のリテール・バンキング(1)

っては戦後の貯蓄預金の比重の増大も戦前から

の延長線上にあった。これに対して，大銀行は

従来大企業との取引が中心であり，預金として

はそれらの企業との経済的な取引や，短期の形

式での設備信用の供与を反映した交互計算預金，

あるいは一覧払預金の比重が大きかった。戦後

にいたって，資産面での交互計算信用等の短期

信用から中長期の信用への重点の移動に対応し

て，負債の側においても交互計算預金等の短期

預金から中長期の預金への重点の移動が生じた

のである。その際，その他のリテール業務と同

様に貯蓄預金業務においても，直接に預金者と

のつながりの獲得のために支店網の拡張・桐密

化が不可欠となる。支店網の桐密化は，上記の

様に与信面でのリテール業務への進出を可能に

したのみならず，受信面でも大銀行の負債構成

の長期化とリテール業務への進出を可能とした。

先にみた様に，ユーロ市場の発達やインダスト

リー・クリアリングの発生と並行して，大企業

の流動性準備が一覧払預金で保有される比重が

低下したことも，従来より大企業を主要な取引

(30) Btischgen, H. E., a. a. 0., S. 87. 

相手としていた大銀行の預金構成の長期シフト

に拍車をかけた(30)0 

さて最後に指摘しておかなければならないの

は，その他のリテール業務の展開が同時に貯蓄

預金業務の発展にとって重要な役割を果たした

こと，そしてまた逆に，貯蓄預金業務の伸長が

その他のリテール業務の開拓をも促したことで

ある。リテールに属する諸業務は相互に密接に

関連している。たとえば，後に触れる消費者信

用業務への進出や，決済業務上での革新は大銀

行にとっては，当初貯蓄預金の増加のための手

段と考えられていた(31)。逆に貯蓄預金を通じて

の大銀行と民間顧客との勘定を通じた結合にも

とづいて，決済業務でのつながりも発展する。

またそこに消費者信用を供与する余地も発生す

るのである。消費者信用の供与は，事実上銀行

と顧客との勘定結合を前提しており，さらには

1960年代に登場する交互計算方式での消費者信

用の供与となると勘定結合は必須の前提となっ

てゆくのである。（未完）

（大阪市立大学商学部講師）

(31) Eckart van Hooven, a. a. 0., S. 312f. 
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